
 

愛知県感染症情報 
 

   平成 13 年第 16 週（4 月第 3 週） 

（コメント）                                

イ ンフルエンザは終息しました。麻疹の報告数は、豊川及び一宮保健

所管内で多いようです。伝染性紅斑、咽頭結膜熱は引き続き報告数の

多い状況が続いています。  

麻疹（成人麻疹をのぞく）（名古屋市を含む。平成 11年は、13週 （4月 1日～ ）から）
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（先生方からのコメント）  

 尾張西部地区   

・ 病 原 性 大腸 菌 感 染者  ３ 名 （ O-114  １ 歳 男 、O-1  ５ 歳 女 、O-18 

５歳女）  

  インフルエンザ A 8 名（男３名、女５名）（うち６歳以下６名）  

  （尾西市  城後小児科）  

・  急性胃腸炎多し。水痘、ムンプス散発中。  

  （岩倉市  なかよしこどもクリニック）  

・  伝染性紅斑３名、麻疹１名（予防接種未接種）ありました。  

  （江南市  みやぐちこどもクリニック）                     

 尾張東部地区  

・  咽頭結膜熱、ムンプスが流行しています。マイコプラズマ感染症

（肺炎、気管支炎）も多く、Ａ型インフルエンザは５名でした。  

  感染性胃腸炎の乳児はロタ陽性です。  

  （瀬戸市  津田こどもクリニック）  

・  インフルエンザは終息したようです。  

  今週末より嘔吐を主訴に来院される症例が少し目立ちました。  

  流行性耳下腺炎、溶連菌感染症流行中です。  

  （尾張旭市  佐伯小児科医院）  



 

・  インフルエンザ減少。喘息増加してます。  

  （小牧市  小牧市民病院）  

・  インフルエンザはほとんど見られなくなりました。  

  （小牧市  志水こどもクリニック）  

・  嘔吐、下痢、発熱の胃腸炎  小流行（虫垂炎の例もあり）  

  （東海市  小児科ハヤカワ医院）  

 西三河地区    

・  水痘まだぼつぼつ  

  （豊田市  やふそ小児科）  

・  カンピロバクタ－腸炎  5 歳男（カンピロバクタ－と病原性大腸菌

０ -114 が同時に検出されました）  

  マイコプラズマ感染症  4 歳女  

  便ロタウイルス抗原陽性  ２名（ 11 ヶ月男、 1 歳女）。  

高熱を主訴に来院される方が散発的にあります。高学年の小学生

～中学生で流行しているようです。原因疾患はわかりませんが、

大半は白血球数がやや減少傾向にありリンパ球優位でＣＲＰも陰

性ですのでウイルス感染症と思われます。有熱期間は 3～ 4 日くら

いですが、中には、 1 週間近く持続するケ－スもあります。ペア－

血清は取れていませんが、インフルエンザＢの抗体価が僅かに上

昇しているのもあり、Ｂ型インフルエンザが残存しているのかも

しれません。  

  （豊田市  星が丘たなかこどもクリニック）  

・  水痘症  ４歳男（ H11． 11 月ワクチン接種）  

  （岡崎市  スズキ医院）  

・  病原性大腸菌 O-1（＋） VT１・ VT２（－）  ８歳女  

  百日咳  11 カ月女  

  （岡崎市  にいのみ小児科）  

・  インフルエンザ FluＡ ＊（＋）  １歳  

  （幸田町  とみた小児科）  

  注 ） FluA ＊ ： A型 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス を 検 出 す る 迅 速 診 断 キ ッ ト の 一 種 。  

・  まだ FluＡ陽性者が２名ありました。  

  （岡崎市  粟屋医院）  

・  インフルエンザＡ  43 歳男  

  （岡崎市  永坂内科医院）  

・  手足口病、ムンプス散発  

  （碧南市  永井小児クリニック）  



・  咽頭結膜熱散発。嘔吐、下痢は減りました。  

  （西尾市  やすい小児科）  

 東三河地区  

・  麻疹  ８ヶ月女  

  インフルエンザがまだ流行しています。  

  乳幼児のインフルエンザによる中耳炎の合併症が多い。  

  （豊橋市  こどもの国大谷小児科）  

・  水痘からの肺炎合併あり。６歳女  

  （小坂井町  医療法人宝美会総合青山病院）  

 

（ 1～ 3 類感染症の発生状況）  

●細菌性赤痢患者 1 名。  

 豊田市保健所から報告の 8 歳女。 4/15 発病、 4/16 初診、 4/18 診定。  

 菌型はゾンネⅠ相。   

●腸管出血性大腸菌感染症患者 1 名。  

 豊橋市保健所から報告の 1 歳男。 4/14 発病、 4/16 初診、 4/21 診定。  

 菌型は O-157 VT2（＋）。   

  

（全数把握の 4 類感染症の発生状況）  

 AIDS 患者１名。  

 Ｑ熱患者１名。  

 

◆  第 14 週（平成 13 年 4 月 2 日～ 4 月 8 日 )の 4 類感染症の全国状況  

 流行性耳下腺炎は、過去 5 年 の同時期と比較して定点当たり報告数

がかなり多くなっており、福井県で 7.9 、佐賀県で 4.4 、熊本県で 4.1

 の報告がある。麻疹も例年の同時期とくらべ定点当たり報告数がかな

り多く、大分県で 2.1 、高知県で 2.0 、広島県と石川県で 1.0 となっ

ている。インフルエンザの定点当たり報告数は 3 週 連続して減少して

おり、今シーズンの流行は第 11 週をピークに終息に向かっている。咽

頭結膜熱、手足口病は、オフシーズンとしては例年になく定点当たり

報告数が多くなっている。流行性角結膜炎の定点当たり報告数は宮崎

県で 4.8 、愛媛県で 4.6 と多くなっている。  

（ Infectious Diseases Weekly Reportより抜粋   

  厚生労働省感染症研究所感染症情報センター感染症情報室提供）  

 

 全国的に麻疹が流行しています。札幌市において緊急予防対策が公

表されています。麻疹については、（ h t tp : / /www.pre f . a i ch i . jp /e i s e ike

n /）全国情報については、（ h t t p : / / i d s c . n i h . g o . j p / k a n j a / i d w r / i d w r 2 0 0

1-14 .pd f）をご覧ください。  

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/
http://idsc.nih.go.jp/kanja/idwr/idwr2001-14.pdf
http://idsc.nih.go.jp/kanja/idwr/idwr2001-14.pdf

